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問合先 市民文化部文化振興局
文化スポーツ室（☎84－5079）

　このコーナーでは、3 年に一度の文化の
祭典「かめやま文化年 2017」の取り組みを
ご紹介します。

企画事業

これまでの取り組み

踊りの交流

今後の取り組み

高梁市との歴史・文化交流

文化交流使節団の派遣

″まち集う″ ～高梁市との歴史・文化交流～

つ ど

たかはし

　藩主交代の際に、伊勢亀山藩から備中松山藩に
移封された板倉氏が「仕組踊り」を伝えたことから、
「踊り」の交流に着目し、高梁市で毎年８月に開催
される「備中たかはし松山踊り」に、亀山市の灯
おどり保存会の皆さんにご参加いただきました。
　現地で、高梁文化協会から「ヤトサ踊り」を教わ
り、協会の皆さんと一緒に踊るなど、両市の舞踊団
体同士の交流を深めることができました。

　高梁市の歴史や文化を学び、多くの人に高梁市の
ことを知っていただくことを目的に、昨年11月、亀山
市芸術文化協会の会員を中心メンバーとした文化交
流使節団を高梁市に派遣しました。
　高梁市の歴史文化遺産である吹屋伝建地区や備中松山
城などを現地の人の案内で見学したほか、高梁市文化
連盟と両市の文化に関するディスカッションを行い、
両市の芸術文化団体の交流を深める契機となりました。

　これまで、かめやま文化年2017で取り組んできた高梁
市との交流事業の集大成として、亀山市に高梁市の団体
等をお招きし、亀山市と高梁市のそれぞれの文化発表
や、「藩主交代」という共有する歴史をテーマにした演
劇披露などを通して、相互の理解と交流を深めます。　
　亀山市と縁の深い高梁市のことを知っていただける機
会です。お誘い合わせの上、ぜひお越しください。

　「高梁市との歴史・文化交流」事業では、江戸時代に伊勢亀山藩との藩主交代があった歴
史を共有する岡山県高梁市（かつての備中松山藩）との歴史・文化での交流を図る取り組み
を進めています。これまでの取り組みと今後の事業をご紹介します。

２月25日（日）２月25日（日）
午前10時～午前10時～

と  きと  き

ところところ 市文化会館大ホール

内　容内　容 高梁市…高梁市の「踊りフレンズ」による
　　　　松山踊りの披露、物産販売など
亀山市…藩主交代をテーマにした演劇、
　　　　子ども能の披露など

入場料無料
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特集３ ３年に一度の文化の祭典

問合先 市民文化部文化振興局
文化スポーツ室（☎84－5079）

　このコーナーでは、3 年に一度の文化の
祭典「かめやま文化年 2017」の取り組みを
ご紹介します。

企画事業

これまでの取り組み

踊りの交流

今後の取り組み

高梁市との歴史・文化交流

文化交流使節団の派遣

″まち集う″ ～高梁市との歴史・文化交流～

つ ど

たかはし

　藩主交代の際に、伊勢亀山藩から備中松山藩に
移封された板倉氏が「仕組踊り」を伝えたことから、
「踊り」の交流に着目し、高梁市で毎年８月に開催
される「備中たかはし松山踊り」に、亀山市の灯
おどり保存会の皆さんにご参加いただきました。
　現地で、高梁文化協会から「ヤトサ踊り」を教わ
り、協会の皆さんと一緒に踊るなど、両市の舞踊団
体同士の交流を深めることができました。

　高梁市の歴史や文化を学び、多くの人に高梁市の
ことを知っていただくことを目的に、昨年11月、亀山
市芸術文化協会の会員を中心メンバーとした文化交
流使節団を高梁市に派遣しました。
　高梁市の歴史文化遺産である吹屋伝建地区や備中松山
城などを現地の人の案内で見学したほか、高梁市文化
連盟と両市の文化に関するディスカッションを行い、
両市の芸術文化団体の交流を深める契機となりました。

　これまで、かめやま文化年2017で取り組んできた高梁
市との交流事業の集大成として、亀山市に高梁市の団体
等をお招きし、亀山市と高梁市のそれぞれの文化発表
や、「藩主交代」という共有する歴史をテーマにした演
劇披露などを通して、相互の理解と交流を深めます。　
　亀山市と縁の深い高梁市のことを知っていただける機
会です。お誘い合わせの上、ぜひお越しください。

　「高梁市との歴史・文化交流」事業では、江戸時代に伊勢亀山藩との藩主交代があった歴
史を共有する岡山県高梁市（かつての備中松山藩）との歴史・文化での交流を図る取り組み
を進めています。これまでの取り組みと今後の事業をご紹介します。

２月25日（日）２月25日（日）
午前10時～午前10時～

と  きと  き

ところところ 市文化会館大ホール

内　容内　容 高梁市…高梁市の「踊りフレンズ」による
　　　　松山踊りの披露、物産販売など
亀山市…藩主交代をテーマにした演劇、
　　　　子ども能の披露など

入場料無料

“まち薫る” 亀山茶と暮らす
かお

日本と台湾の「茶文化交流」を
実施しました（12月 2日）
日本と台湾の「茶文化交流」を
実施しました（12月 2日）

　「亀山茶と暮らす」事業では、市の地場産業「お
茶」に親しみを持っていただくことを目的に、日本で
育まれてきた日本茶の文化と、独特の茶文化が根付く
台湾の茶文化を体験していただく茶文化交流を開催し
ました。
　会場となった市文化会館中央コミュニティセンター
では、竹で制作された和の空間が静かな空気感を生み
だし、そのなかで日本茶の茶人4人と台湾茶の茶人4人
によるお茶席を催し、多くの参加者に日本と台湾のそ
れぞれの茶文化を体験していただきました。
　茶葉と柚子の皮で淹れたお茶や、亀山産のウーロン
茶、茶葉にポン酢をかけて食すなど、それぞれの茶人
によって演出が異なり、参加者からは「お茶がこんな
に美味しいなんて知らなかった」「はじめて知るお茶
の楽しみ方に感動した」という声が多く寄せられ、お
茶に対する認識が大きく変わる機会となりました。　
　また、市内の茶農家による茶の手もみ実演も行われ
るなど、お茶どころ・亀山で、お茶の魅力を多くの人
に堪能していただく一日となりました。

　市立図書館内の「かめやま文化年図書コーナー」では、
文化年事業に関する図書のほかに、文化大使の推薦図書を
順次配架しています。
　２月から３月にかけて、作曲家の原正美さんの推薦図書を
配架します。ぜひ、市立図書館へ足をお運びください。

～かめやま文化年図書コーナー～
亀山市文化大使の推薦図書を配架しています

花道家や竹工芸家により制作された美しい竹の空間

柚子の皮と緑茶の不思議な組み合わせですが、その美味し
さと香りに感動する方々が続出︕

市内の茶農家・市川泰三さんによるお茶の手もみ実演台湾の茶席を通して、日本との違いを実感していただきました


